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人事行政の運営等の状況の公表�人事行政の運営等の状況の公表�
総務人事課��� 253・238内 問�

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。�

�

越
谷
市�

２
０
０
７
サ
ン
シ
テ
ィ
春
休
み
映
画
会�

■日
３
月
３１
日
�
・
４
月
１
日
　
①
午
前
１０

時
〜
②
正
午
〜
③
午
後
２
時
〜
④
午
後
４

時
〜�

■場
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル�

■内
「
ラ
イ
ア
ン
を
探
せ
！
」（
日
本
語
吹

き
替
え
版
）�

■費
前
売
券
大
人
９
０
０
円
（
当
日
券
１
３

０
０
円
）、
大
・
高
校
生（
当
日
券
１
１
０

０
円
）、
４
歳
〜
中
学
生
・
シ
ニ
ア
（
６０

歳
以
上
）
５
０
０
円
（
当
日
券
８
０
０
円
）

■問
サ
ン
シ
テ
ィ
�
９８５
・
１
１
１
２�

�

草
加
市�

草
加
皮
革
大
賞
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
発
表

会�■日
３
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、

２１
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

■場
ア
コ
ス
ホ
ー
ル
（
草
加
駅
東
口
か
ら
徒

歩
１
分
）�

■内
皮
革
を
活
用
し
た
試
作
品
や
デ
ザ
イ
ン

画
の
展
示
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
皮
革
製

品
の
販
売
ほ
か�

■申
そ
う
か
革
職
人
会
（
商
工
会
議
所
内
）

�
９２８
・
８
１
１
１�

�

三
郷
市�

ニ
ュ
ー
ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
三
郷
大
会�

■日
４
月
２９
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

３０
分�

■場
三
郷
市
総
合
体
育
館
（
三
郷
駅
か
ら
金

町
南
口
行
き
バ
ス
で
「
総
合
体
育
館
前
」

下
車
）�

■対
・
■定
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
・
健
常
者

各
２０
人
（
抽
選
）�

■申
３
月
３０
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

障
害
の
あ
る
方
は
そ
の
内
容
、
テ
ニ
ス
歴

を
記
入
し
、
三
郷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
〒

３４１
│
８
５
０
１
三
郷
市
花
和
田
６
４
８
│

１
、
�
９５３
・
１
１
１
１
）「
ニ
ュ
ー
ミ
ッ

ク
ス
テ
ニ
ス
三
郷
大
会
」
係
へ�

�

吉
川
市�

春
休
み
映
画
会�

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
、
大
人
も
楽

し
め
る
冒
険
と
友
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド

ラ
え
も
ん
「
の
び
太
と
ブ
リ
キ
の
迷
宮
」

を
上
映
し
ま
す
。�

■日
３
月
２４
日
�
　
①
午
前
１０
時
〜
②
午
後

１
時
３０
分
〜�

■場
吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
か

ら
徒
歩
１０
分
）�

■定
各
回
５
０
０
人
（
先
着
順
）�

■費
無
料�

■問
吉
川
市
中
央
公
民
館
�
９８１
・
１
２
３
１�

�

松
伏
町�

第
６
回
ホ
ワ
イ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト�

　
暖
か
な
陽
射
し
の
も
と
「
春
の
歌
」
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！！�

■日
４
月
１
日
�
　
午
後
２
時
〜
３
時
（
予

定
）�

■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
　
ホ
ワ
イ
エ

（
北
越
谷
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス

で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）�

■内
松
伏
童
謡
を
歌
う
会
（
指
揮
＝
村
上
仁

美
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
＝
蛯
原
浩
子
さ
ん
）
花

の
お
く
に
の
汽
車
ポ
ッ
ポ
　
ほ
か�

■費
無
料�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

■■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

��

　
公
園
の
木
　
八
　
條
　
塚
本
　
憲
一�

も
う
す
っ
か
り
葉
は
飛
び
散
っ
て�

寒
さ
に
耐
え
、
立
ち
す
く
む�

公
園
の
木
々�

し
か
し
、
そ
の
太
い
幹
や
枝
の
中
で
は�

若
葉
と
い
う
名
の
新
た
な
命
を�

大
切
に
育
て
て
い
る
の
だ
ろ
う�

葉
を
茂
ら
せ
て
は
散
ら
せ�

散
ら
せ
て
は
ま
た
茂
ら
せ
る�

そ
し
て
静
か
に
時
を
待
つ�

そ
の
幹
に
そ
っ
と
手
を
触
れ
る
と�

木
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ�

��

南
川
崎
　
伊
本
　
則
子�

早
春
を
楽
し
む
が
ご
と
鵜
の
鳥
は�

　
　
　
輪
を
描
き
つ
つ
大
空
に
舞
う�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

冬
の
朝
郷
里
よ
り
着
き
し
荷
を
解
け
ば�

　
　
　
ぬ
く
も
り
身
に
沁
み
寒
さ
忘
る
る�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

一
本
の
木
に
紅
白
の
梅
咲
き
て�

　
　
　
再
び
巡
る
春
の
訪
れ�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

年
の
瀬
の
商
店
街
の
店
先
に�

　
　
　
セ
ー
ル
の
幟
忙
し
く
靡
く�

八
　
條
　
種
村
　
幸
子�

事
故
に
遭
ひ
し
ば
ら
く
横
臥
し
休
ま
る
を�

　
　
　
わ
ら
わ
ら
囲
む
善
男
善
女�

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

朝
食
の
前
に
家
族
で
合
掌
す�

　
　
　
会
話
も
は
ず
み
幸
せ
思
う�

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

ふ
る
さ
と
へ
近
づ
く
駅
の
く
る
ご
と
に�

　
　
　
雪
は
積
り
て
実
感
迫
る�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

わ
が
庭
も
芍
薬
ば
ら
と
咲
き
乱
れ�

　
　
よ
う
や
く
こ
こ
に
も
春
は
来
る
な
り�

八
潮
七
　
狩
野
　
　
敏�

葉
牡
丹
も
一
夜
の
雨
で
輝
け
り�

　
　
　
真
冬
の
庭
を
よ
り
鮮
や
か
に�

�

��

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

北
風
に
砥
が
れ
鋭
し
鎌
の
月�

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

風
も
な
く
漫
歩
き
の
梅
林�

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

初
午
や
風
に
乗
り
来
る
笛
太
鼓�

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

病
む
吾
子
と
共
に
春
待
つ
窓
辺
か
な�

八
潮
七
　
茂
村
　
つ
留�

豆
ま
き
に
亡
父
を
偲
び
て
福
は
内�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

三
河
湾
夕
陽
の
染
め
し
冬
の
空�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

駈
け
て
く
る
子
等
の
笑
顔
や
梅
日
和�

中
央
一
　
斎
藤
　
富
吉�

辛
夷
咲
く
里
ゆ
く
バ
ス
の
ゆ
っ
く
り
と�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

暖
冬
や
湯
島
天
神
賑
わ
い
て�

八
潮
二
　
近
藤
　
寛
一�

吐
く
息
の
白
さ
薄
れ
る
朝
の
道�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

や
っ
た
よ
と
受
験
の
孫
の
声
は
ず
む�

�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

立
ち
読
み
の
神
田
古
書
街
春
隣�

浮
　
塚
　
土
屋
美
智
代�

静
寂
の
な
か
の
ピ
ア
ノ
の
音
の
激
し�

垳
　
　
森
田
ヱ
ミ
子�

星
一
つ
我
が
歩
む
道
見
え
に
け
り�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

春
立
ち
て
待
合
室
は
顔
な
じ
み�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

淡
雪
や
儚
き
恋
を
い
ま
思
う�

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

勝
ち
組
も
負
け
組
も
な
し
落
ち
椿�

伊
　
草
　
高
橋
　
桂
輔�

雪
だ
る
ま
今
年
の
出
番
待
ち
わ
び
る�

垳
　
　
沼
野
　
あ
い�

年
頭
に
全
員
集
合
つ
つ
が
な
く�

南
川
崎
　
大
川
み
つ
え�

里
山
の
霜
柱
踏
み
つ
つ
歩
む
な
り�

中
央
二
　
大
久
保
き
よ
子�

初
夢
や
友
と
出
逢
い
し
な
つ
か
し
さ�

伊
　
草
　
初
川
　
れ
い�

温
暖
化
霜
な
き
茸
に
露
光
る�

�� 

八潮駅�

潮止橋�

市役所�

北公園�

草加
彦成
線�

綾瀬川�

伊草団地�

けやき通り�

首
都
高
速
道
路
�

八潮南IC

八潮団地�

外環自動車道�

東
埼
玉
道
路�

中　川�

産
業
道
路�

つく
ば
エク
スプ
レ
ス
�

制限内容�凡例�

●建築物の最高限度の高さを25メ
ートル（8階程度）とする。�
ただし、居住の用に供する部分（マ
ンション等）の高さの最高限度は、
15メートル（5階程度）までとする。�
�
【対象用途地域】�
工業地域�
（八潮南部地区地区計画Ｌ地区を除く）�

●建築物の最高限度の高さを25メ
ートル（8階程度）とする。�
�
【対象用途地域等】�
第1種中高層住居専用地域�
第1種住居地域�
第2種住居地域�
準住居地域�
近隣商業地域�
準工業地域�
八潮南部地区地区計画Ｌ地区�

第一種�
高度地区�

第二種�
高度地区�

高度地区制限区域�

Ｎ�

　平成１８年３月号に建築物の高さに関するルールについての素案を掲載し
た後、都市計画法に基づき手続きを進めてまいりました。�
　その際、市民の皆様には多くのご意見をお寄せいただきまして、ありが
とうございました。�
　つきましては、以下のとおり決定告示を行うことをお知らせします。�

決定告示日�

　平成１９年３月３０日�

制　限　内　容�

　図のとおり�

告示日以降の取り扱い�

①高度地区の制限が適用されます。�
②制限を超えて既に建っている建築物については、�
　この制限は適用されません。�
③制限を超える
予定の現在工
事中である建
築物について
は、この制限
は適用されま
せん。�

高度地区の都市計画決定について�
～高さのルール～�

　　■問都市デザイン課　�○内３４６�

（１）職員の採用の状況　平成１７年度は、消防士３人（０人）の職員を採用しました。※（　）内は女性数、内書き�
（２）再任用職員の状況　平成１７年度は、短時間勤務職員１０人を採用しました。�
　　　　　再任用職員とは…定年退職者のうち改めて採用される職員であり、フルタイム（週４０時間）勤務職員と、短時間勤務職員（４０時間未満）があります。�

（３）職位別任用状況�
　平成１８年３月末現在、課長補佐相当以上の職の総数は１３１人であり、平成１７年度
中における昇任者数の内訳は下表のとおりです。�
�
�
�
（４）職員の退職の状況�
　平成１７年度における職員の退職の状況は、下表のとおりです。�
�
�
�
（６）定員適正化計画の数値および進捗状況�
　①定員適正化目標（数・率）および手法の概要�
　高齢化対策および児童福祉対策・つくばエクスプレスに関連する事業等において
見込まれる増員については最小限とし、事務事業の統廃合・民間委託などの推進に
より平成１７年から平成２２年までの５年間で３２人（４．６％）の削減を図っています。�
※定員適正化計画は平成１８年３月に策定�

（５）部門別職員数の状況と主な増減理由�
（各年４月１日現在）�

②定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要�

（各年４月１日現在）�

（１）人件費の状況� （２）職員給与費の状況�

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況�（平成１８年４月１日現在）� （４）職員の初任給の状況� （平成１８年４月１日現在）�

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�（平成１８年４月１日現在）�
※１）経験年数とは…卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場�
 合の採用後の年数�
　２）一般行政職とは…現業職員、消防職員、水道部職員、税務職員、�
 福祉職員、看護保健職員、医療技術職員および教育公務員（指�
 導主事）のいずれの職種にも属さないすべての職員�

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含む�
※１）職員数は、平成１７年４月１日現在の人数　　２）職員手当には、退職手当が含まない�

25m

高さ25メートル�
以上の建築は不可能�

住宅�
不可能�

15m�
住宅可能�

第一種高度地区�
（一部を除く工業地域）�

第二種高度地区�

昇　任�

定年退職�

４人（０人）� １０人（５人）� ３人（２人）� ２人（０人）� １９人（７人）�

勧奨退職� 自己都合退職� その他（死亡）� 退職者計�

議　　会�

数値目標�

区　分�
平成１７年�

計画前年�

差�

職員数�

差�

職員数�

差�

職員数�

差�
計�

職員数�

△９� １� △８� △５� △４�

４１９�

△５�

１５１�

０�

８９�

△９�

６５９�

４２３�

０�

１５６�

０�

８９�

△５�

６６８�

４２８�

△１�

１５６�

０�

８９�

△９�

６７３�

４３６�

０�

１５７�

△２�

８９�

△１�

６８２�

４３５�

３�

１５７�

△２�

９１�

△８�

６８３�

４４４�

１５４�

９３�

６９１�

１年目� ２年目� ３年目� ４年目� ５年目�

平成１８年�平成１９年�平成２０年�平成２１年�平成２２年�

総　　務� 事務事業の見直し�

事務事業の見直し�

事務事業の見直し�

事務事業の見直し�

事務事業の見直し�

消防体制の強化�

事務事業の見直し�

７� ７� ０�

１１３� １１２� △１�

税　　務� ４４� ４４� ０�

民　　生� １２８� １２７� △１�

衛　　生� ３４� ３６� ２�

労　　働� ３� ３� ０�

農林水産� ６� ６� ０�

商　　工� ６� ６� ０�

土　　木� １０３� ９６� △７�

小　　計�４４４（８）�４３７（６）�△７（△２）�

教　　育� ６３� ６４� １�

消　　防� ９１� ９３� ２�

小　　計�１５４（２）�１５７（２）� ３（０）�

水　　道� ２７� ２７� ０�

下　水　道� １６� １６� ０�

そ　の　他� ５０� ４６� △４�

小　　計�

合　　計�

９３（０）�８９（０）�△４（０）�

６９１（１０）�６８３（８）�△８（△２）�

職員数�

平成１７年�平成１８年�

対前年�
増減数�

一般行政�
部　　門�

一般行政�
部　　門�

特別行政�
部　　門�

公営企業等�
会計部門�

特別行政�
部　　門�

公営企業等�
会計部門�

主な増減理由�２人（０人）�

部長相当�

３人（０人）�

次長相当�

４人（０人）�

課長相当�

３人（１人）�

課長補佐相当�

１２人（１人）�

計�

※（　）内は女性数、内書き�

※（　）内は女性数、内書き�

※１）職員数は、教育長・休職者・派遣職員などを含み、特別職・臨時および�
 非常勤職員を除く�
　２）（　）内は、再任用短時間勤務職員で、それぞれの計に含まない�

区　　分�

区　　分� 経験年数７～９年�

２４８,６４３円�

２２4,３５０円�

―�

２９９,６８９円�

２６１,０７５円�

２７０,６００円�

３４１,４５５円�

２９６,２７２円�

２９６,６５７円�

大学卒�

高校卒�

経験年数10～14年� 経験年数15～19年�

一般行政職�

技能労務職�

区　　分�

八潮市�

埼玉県�

国�

平均給料月額� 平均年齢�

３６２，８７３円� ４５．８歳�

３７０，９５７円� ４３．６歳�

３２８，４７７円� ４０．４歳�

一般行政職�

区　分�

一般行政職�

区　　分�

職員数�
（Ａ）�

１人当たり給与費
（Ｂ）／（Ａ）�

給与費�

給料� 職員手当� 計（Ｂ）�期末勤勉手当�

八潮市� 国�

初任給�

大学卒�

高校卒�

初任給�

１７６,８００円� １７０,２００円�

１４８,０００円� １３８,４００円�

平成１７年度�
普通会計決算� 平成１７年度�

普通会計決算�

２１，６８９，１３６千円�５，６８４，２７３千円� ２６．２％�

５９８�２,４４６,２１９�
千円�

１,０７０,６１９�
千円�

５８１,６２３�
千円�

４,０９８,４６１�
千円�

６,８５３千円�

歳出額（Ａ）� 人件費（Ｂ）� 人件費率（Ｂ）／（Ａ）�

ね�

ひ
と�

せ
わ�

な
び�

も
と�

ち�

ち�

お
と
ず�

の
ぼ
り�

そ
ぞ
ろ�

さ�

と�
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（６）職員手当の状況　（平成１８年４月１日現在）�

（７）一般行政職の級別職員数の状況　（平成１８年４月１日現在）�

※１）八潮市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数�
　２）標準的な職務内容とは…それぞれの級に該当する代表的な職名�

（８）特別職の報酬等の状況　（平成１８年４月１日現在）�

※市長、助役、収入役の給料月額は、特例条例によりそれぞれ１０％、８％、�
　７％の減額をされており、減額後の金額�

（９）ラスパイレス指数　　　　（各年度４月１日現在）�　八潮市職員の給料のラスパイレス指数は表のとおりです。�
　ラスパイレス指数とは…一般行政職について国家公務員の給料を１００とした場合、地�
 方公務員の給与水準がどのくらいかを示す指数�

（１）勤務時間の概要�
　職員の勤務時間は、１週間当たり４０時間です。�
　（原則　毎週月曜日～金曜日、午前８時３０分～午後５時１５分）�

（２）休暇制度の概要・種類等�

（３）年次有給休暇の取得状況�
　平成１７年１月１日から平成１８年１２月３１日（１年間）までの一般職員の年�
次有給休暇の平均取得日数は、１１．８日でした。�

（４）育児休業等の取得状況�

（５）時間外勤務の状況�
　平成１７年度における一般職員の１月当たり平均時間外勤務時間は、９．２６�
時間でした。（休日勤務、深夜勤務を含む）�

（１）分限処分の状況　平成１７年度に分限処分を受けた者はありません。�
（２）懲戒処分の状況　平成１７年度に懲戒処分を受けた職員総数は３人�
（停職１人、減給１人、戒告１人）で、平成１６年度に比べて３人増加しました。処
分事由別でみると、交通事故・交通法規違反関係１人（停職１人）、公務外非
行関係１人（減給１人）、監督責任関係１人（戒告１人）となっています。�

（１）研修の概要�
　平成１７年度は、一般研修（階層別研修等）１５コース、派遣研修（市町村職員
中央研修所等）２６コース、自己啓発研修（自主研究）１コースに職員を参加させ、
職員の資質と組織の活力の向上を図りました。修了者数は、延べ６２０人でした。�

（２）職員の勤務成績の評定方法および活用方法の概要等�
　勤務評定は、勤務の実績を正しく評価し、①公平・公正な人事管理の推
進②職員の人材育成③職員のモラール向上④管理監督者等の能力のレ
ベルアップ等、公務能率の増進を図るため実施しています。毎年５月１日から
１０月３１日までの６カ月間を評定期間とし、評定日を毎年１１月１日としています。
評定については、所属長等が行います。�

（１）職務専念義務免除の状況�
　平成１７年度における承認件数は、研修を受ける場合が６２７件、厚生事
業に参加する場合が２９６件、その他市長が認めたものが６５件となっています。�

（２）営利企業等従事の許可状況�
　平成１７年度における許可件数は３８件となっており、国勢調査指導員等と
しての従事を認めています。�

（１）福利厚生制度の概要�
　職員の共済制度は、埼玉県市町村職員共済組合で実施しています。�
　共済組合では、病気・ケガ・出産・死亡等に対して必要な給付を行う「短期
給付事業」、退職・障害・死亡に対して年金または一時金の給付を行う「長
期給付事業」、健康の保持増進事業等の「福祉事業」の大きく分けて３つ
の事業を行っています。�
　その他の福利厚生制度として、職員のための互助組織として「職員互助会」
を組織し、福利厚生事業の外部委託を実施しています。�

（２）公務災害の発生状況�
　平成１７年度に公務災害、または通勤災害と認定された件数は、９件（公
務災害８件、通勤災害１件）でした。�平成１７年度　なし�

平成１７年度　なし�

区　分�

区　分� 区　分�給料月額�

７９２，０００円�

６９０，０００円�

６５１，０００円�

区　分�報酬月額�

４４０，０００円�平成１８年度支給割合�

 ６ 月期　２.１月分�

１２月期　２.３５月分　計４.４５月分�

４００，０００円�

３８０，０００円�

期末手当�

市　長�

助　役�

収入役�

議　長�

副議長�

議　員�
職員数（人）�
構成比（％）�

年次有給休暇�

特 別 休 暇 �

１年につき最高２０日付与されます。�

結婚、出産、リフレッシュ休暇（夏季休暇）等の有給の休暇�

病 気 休 暇 �医師の証明等に基づき、必要と認められる期間、その治療
に専念させる目的で設けられた有給の休暇�

介 護 休 暇 �親族で日常生活を営むのに支障がある者の介護をする場合
における無給の休暇�

組 合 休 暇 �労働組合の業務、または活動に従事するために認められる
無給の休暇�

１年前�
５年前�

標準的な職務内容�

ラスパイレス指数�

うち女性�

休業の種類�
休業者の内訳�

取得者合計�

男性�

うち新規�
育児休業�

４人�
４人�
０人�

１５人�
１５人�

  ０人�

うち新規�
部分休業�

０人�
０人�
０人�

０人�
０人�
０人�

平成１３年度�
９２．７� ９３．２� ９７．７� ９５．８� ９６．０�

平成１４年度�平成１５年度�平成１６年度�平成１７年度�

（参考）�
構成比（％）�

１級�

２�
０．５�
０．５�
３．２�

５７�
１５．０�
１５．７�
１９．５�

１２８�
３３．６�
３３．８�
３３．７�

１０２�
２６．８�
２６．３�
２２．２�

３２�
８．４�
８．２�
６．８�

３２�
８．４�
８．５�
７．８�

１５�
３．９�
３．６�
３．４�

１３�
３．４�
３．４�
３．４�

３８１�
１００�
１００�
１００�

主事補�
技師補�

主　事�
技　師�主任� 係長�

課　長�
補　佐�課長� 次長� 部長� ─�

２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� ８級� 計�

区　分�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

本市に�
同じ�

本市に�
同じ�

時　間　外�
勤務手当�

調整手当�
（平成１７年度）�

平成１７年度�
支　給　総　額�

支　給　対　象� 市職員�
９％�
６０１人�

比較対象区域なし�
３８０，０３１円�

支　　給　　率�
支給対象職員数�
国の制度（支給率）�

支給対象職員１人当たり平均支給年額�

１２６，５５０千円�
２１０千円�

１３０，４９０千円�
２１４千円�

職員１人当たり支給年額�
支　給　総　額�

職員１人当たり支給年額�
平成１６年度�

本市に�
異なる�

○配偶者１３，０００円�
○配偶者以外の扶養親族�
　２人まで１人６，０００円、３人目から１人５，０００円�
○扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子等６，５００円�
○特定扶養　上記の扶養親族のうち１６歳から２２歳の子について
　５，０００円加算�

○借家の場合（家賃１２，０００円を超える場合に限る）�
　家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給�
○自宅の場合(住宅の所有者で世帯主)�
　新築・購入後５年間２，５００円、その他１，０００円�

○電車、バスを利用する場合�
　６カ月定期券等の価格による一括支給を基本とし、�
　１月当たりの運賃等相当額５５，０００円を限度に支給�
○乗用車等を使用する場合�
　使用距離に応じて２，０００円～２４，５００円を支給�

国の制度
との異同�八　潮　市�

期末手当�

勤勉手当�
本市に同じ�

退職手当�

○平成１８年度支給割合�
 期末手当 勤勉手当�
  ６月期　　１．４月分　　０．７２５月分�
１２月期　　１．６月分　　０．７２５月分�
　計　　　３．０月分　　　１．４５月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置　　  

有�

○支給率�
 自己都合 定　　年�
勤続２０年　２１．００月分　２７．３０月分�
　〃　２５年　３３．７５月分　４２．１２月分�
　〃　３５年　４７．５０月分　５９．２８月分�
最高限度額　５９．２８月分　５９．２８月分�
その他の　定年前早期退職特例措置�
加算措置　（２％～２０％加算）�

○支給率�
 自己都合 定　　年�
勤続２０年　２３．５０月分　３０．５５月分�
　〃　２５年　３３．５０月分　４１．３４月分�
　〃　３５年　４７．５０月分　５９．２８月分�
最高限度額　５９．２８月分　５９．２８月分�
その他の　定年前早期退職特例措置�
加算措置　（２％～２０％加算）�

退職時　勧奨退職最高２号給昇給�

特殊勤務手当�
（平成１７年度）�

職員全体に占める手当�
支給職員の割合� １．６％�

２７，５４５円�

作業手当、特殊自動車運転手当�手当の種類�

支給対象職員１人当たり�
平均支給年額�

──�

国�八　潮　市�
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インターネットで受け付けできる�
手続きが増えます�

　昨年１０月１日からスタートした電子申
請サービス。３月２２日（木）からは、新た
に２２手続きを追加し、合計４４手続きの電
子申請が可能になります。�
　市のホームページから「電子申請」を
クリックし「埼玉県市町村　申請・届出
サービス」をクリックすると、申請・届
出サービスの窓口にアクセスできますの
で、ぜひご利用ください。�

〈３月２２日から新しく電子申請ができるようになる手続き〉�

【申請・届出】①情報公開請求　②任意的情報公開申出書　③
個人情報開示請求　④個人情報訂正等請求　⑤町名地番（住居
表示）変更証明申請　⑥水道中止開始届　⑦水道料金納付書等
の送付先変更　⑧国民健康保険葬祭費支給申請　⑨国民健康保
険出産育児一時金支給申請　⑩保養施設利用申込書　⑪国民健
康保険加入・喪失届　⑫退職被保険者該当届　⑬国民健康保険
被保険者証・高齢受給者証再交付申請　⑭特別障害者手当現況
届　⑮障害児福祉手当現況届　⑯福祉手当現況届　⑰児童手当
申請　⑱児童手当現況届　⑲乳幼児医療費受給資格登録申請　
⑳児童手当額改定認定請求（増額申請）�児童手当額改定届（減
額届）【利用申込】�八潮市生涯学習まちづくり出前講座利用
申込�

※本人からの申請であることの確認が必要となる手続き（③・④・⑧～⑬・
⑰・⑱・�・�）については、公的個人認証等による電子証明書を利用し
た電子署名が必要となります。�
�
■問各手続きの内容＝各担当課（申請・届出サービス画面の様式内容説明に
記載されています）、公的個人認証サービス＝市民課�○内２１０、その他サー
ビス全般＝情報化推進担当�○内３１０�

【公売区画】　２区画（下表のとおり）�
【公売方法】　公開抽せん方式�
【申し込み】　第１回目 ■日４月９日�・１０日�　午前９時～午後２時�
 ■場区画整理課窓口�
 ■対保留地を公売する地区内の宅地の所有権または、借�
 　地権を有する方で、市の備付けの権利者名簿に登載さ�
 　れている方�
　　　　　　第２回目 ■日４月１２日�・１３日��
 　午前９時～午後２時（第１回目に申し込みがない場合�
 　のみ受け付けを行います。）�
 ■場区画整理課窓口�
 ■対個人、法人を問わず申し込み可�
 　　　　　　　※抽せん参加申込書等、公売案内は、区画整理課で配布�
 　　　　　　　　（公売案内については、市ホームページにも掲載）�
【申込時必要な物】 　①抽せん保証金５０万円（現金または銀行その他の金融�
 　　　　　　　機関が振り出した小切手）、②認印�
【抽せん】 ■日４月１７日�　午前１０時　　　■場市役所第３会議室�
�
�
�
�
�
�
※今回の公売で申し込みがなかった区画は、４月１６日�から随時公売します。�
※このほか、既に公売中の保留地（宅地）もありますので、お気軽にお問い合わせください。�
　なお、市のホームページにも掲載しています。�
【問い合わせ先】　区画整理課　�○内３２５・４０４�

地区名� 番号�
街区�
番号�

画地�
番号�

地積�

稲荷伊草第二� � ２９�

４１－１�

２�

４３�

２２９�

１４１�

１１０�

１１４�

２５，１９０�

１６，０７４�� 大瀬古新田�

㎡�

単価� 公売価格�

千円／㎡� 千円�

「
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・
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協
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